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インフルエンザの特徴
•中国でしか感染者が出ていないH5N6や、

H9N2の患者については、どこに分類されるのか不明

2008年からこれまでを振り返ってみると、

年間4万人（2009年）から350万人（2019年）まで

振れ幅が大きい

2019年12月は1,199,771人

2020年01月は 986,543人

この2か月連続100万人という状況は、検査体制が向上した
からという理由を衛生当局は挙げている。この中にCOVID-19
関連の患者が本当に含まれていないか？
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異常な低さ？！
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